








































図 1 本研究で対象とする物流活動と物流費用 
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総費用 物流施設数 が多い 
物流施設数 
が少ない 
① 輸送費用 増加 減少 
② 物流施設費用 増加 減少 
③ 物流施設 
運営費用 増加 減少 








Distribution Center、(以下、川口 DC）)、東京都江東区(江東 Distribution Center、(以下、
江東 DC）)、千葉県船橋市(船橋 Distribution Center、(以下、船橋 DC)、神奈川県厚木市(厚
木 Distribution Center、(以下、厚木 DC）)の４ヶ所を設定した。 
物流施設の設置数は、1 ヶ所から 4 ヶ所まで選択することができると仮定した。このとき、
物流施設の立地場所の組み合わせは、15 通りとなった。(表 2) 
 貨物の納品先は、首都圏（1都 3県）に、200 店舗立地していると設定した。それぞれの都県
別の店舗数は、都県の人口分布 1)に比例して分布していると仮定した。なお、納品先の店舗に




１ヶ所 川口 DC 江東 DC 船橋 DC 厚木 DC 
２ヶ所 
川口 DC,江東 DC 川口 DC,船橋 DC 
川口 DC,厚木 DC 江東 DC,船橋 DC 
江東 DC,厚木 DC 船橋 DC,厚木 DC 
３ヶ所 川口 DC, 江東 DC,船橋 DC, 川口 DC,船橋 DC,厚木 DC 川口 DC、江東 DC、厚木 DC 船橋 DC、江東 DC、厚木 DC 
４ヶ所 川口 DC、船橋 DC、江東 DC、厚木 DC 
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 表３ 都県別の人口分布と納品先数の分布 
 2009 年度の首都圏の人口割合(%) 
店舗数
（店） 
埼玉県 20.33% 41 
東京都 36.69% 73 
千葉県 17.49% 35 
神奈川県 25.49% 51 










（１） 輸送費用の算出方法  
 
 本研究では、工場と各施設間の 1 輸送あたりの輸送費用は、平成 2 年の距離制運賃率表関東









川口 DC 45,400 
江東 DC 49,170 
船橋 DC 55,000 





施設の賃貸料の単価は、都道府県別の物流施設の平均賃料 2)をもとに仮定した。(表 5) 
また、本研究では、物流施設数により、物流施設の面積も変化すると仮定している。そこで
本研究では、物流施設の面積は、物流施設数 1 の場合の面積を 6,000 ㎡（入出庫・保管スペー
ス 5,800 ㎡、その他スペース 200 ㎡）と仮定した。このとき、入出庫・保管スペースは、物流
施設数に比例して減少すると仮定した。一方、その他スペースは、物流施設数にかかわらず一
定と仮定した。(表 6) 









川口 DC 1,200 
江東 DC 1,900 
船橋 DC 1,100 
厚木 DC 1,400 
 











1 ヶ所 5,800 200 6,000 
2 ヶ所 2,900 200 3,100 
3 ヶ所 2,000 200 2,200 
































江東 DC 200,000 
船橋 DC 150,000 
















1 ヶ所 1 5 15 
2 ヶ所 1 3 8 
3 ヶ所 1 2 5 











アの店舗数に 1配送当たりの配送個数(10 個)と配送日数(25 日)を乗じることで求める。 
 
表 9 都県間の貨物 1個あたりの配送費用 
(単位:円) 
 埼玉 千葉 東京 神奈川 
埼玉 800 1,130 960 1,130 
千葉 1,130 800 1,130 1,290 
東京 960 1,130 800 1,050 








らの輸送距離に応じて輸送費用が増加している傾向が見られる。(表 10、図 2) 
 
表 10 物流施設数別・物流施設の立地場所別の輸送費用の算出結果 
(単位:千円) 
  川口ＤＣ 江東ＤＣ 船橋ＤＣ 厚木ＤＣ 
1 ヶ所 545  590  660  683  
2 ヶ所 1,090  1,180  1,320  1,367  
3 ヶ所 1,634  1,770  1,980  2,050  












































1ヶ所 2ヶ所 3ヶ所 4ヶ所  





また、物流施設の立地場所別に見ると、1 ㎡当たりの月間の賃貸料が高い江東 DC が高く、1 ㎡
当たりの月間の賃貸料が安い船橋 DC が低くなっている。(表 11、図 3) 
 
表 11 物流施設数別・物流施設別の物流施設費用の算出結果 
(単位:千円) 
  川口ＤＣ 江東ＤＣ 船橋ＤＣ 厚木ＤＣ 
1 ヶ所 7,200  11,400  6,600  8,400  
2 ヶ所 3,720  5,890  3,410  4,340  
3 ヶ所 2,640  4,180  2,420  3,080  















































1ヶ所 2ヶ所 3ヶ所 4ヶ所  
図 3 物流施設数別・物流施設別の物流施設費用の算出結果 
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江東 DC が高く、ピッキング作業員人件費の月間単価が低い船橋 DC が低くなっている。(表 12、
図 4) 
 
表 12 物流施設数別・物流施設の立地場所別の物流施設運営費用の算出結果 
(単位:千円) 
  川口ＤＣ 江東ＤＣ 船橋ＤＣ 厚木ＤＣ 
1 ヶ所 3,975  4,350  3,600  4,200  
2 ヶ所 2,310  2,510  2,110  2,430  
3 ヶ所 1,565  1,690  1,440  1,640  


















































1ヶ所 2ヶ所 3ヶ所 4ヶ所  






橋 DCの千葉県向けの配送費用が最も低くなっている。(表 13) 
 次に、物流施設数別に、月間配送費用が最も低くなる物流施設の立地場所を示した。その結
果、物流施設数が 1の場合は、月間の納品個数が最も多い、東京都の江東 DC が最も配送費用が
低くなった。物流施設数が 2の場合は、江東 DCに加えて、納品先の店舗数が東京都の次に多い、
神奈川県の厚木 DCとの組み合わせが最も配送費用が低くなった。さらに、物流施設数が 3 の場
合は、江東 DC と厚木 DC に加えて、納品先の店舗数が東京都、神奈川県の次に多い埼玉県の川





 表 13 各物流施設から都県向けの月間配送費用 











川口 DC 8,200  17,520  9,888  14,408  
江東 DC 9,840  14,600  9,888  13,388  
船橋 DC 11,583  20,623  7,000  16,448  
厚木ＤＣ 11,583  14,600  11,288  10,200  
 







(川口 DC・江東 DC・厚木ＤＣ) 4 ヶ所 
配送費用 
























































 物流施設数が 1 ヶ所の場合、総費用は、川口 DC が最も低くなる。次に、各費用別に見ると、
①輸送費用は、川口 DC が最も低くなる。②物流施設費用、および③物流施設運営費は、船橋
DC が最も低くなる。④配送費用は、江東 DC が最も低く、次に川口 DC が低くなる。（表 15、図
6） 

















川口 DC 545  7,200  3,975  50,015  61,735 
江東 DC 590  11,400  4,350  47,715  64,055 
船橋 DC 660  6,600  3,600  55,653  66,513 








































配送費 物流施設運営費用 物流施設費用 輸送費用
 
図 6 物流施設数が 1ヶ所の場合の物流施設の立地場所別の各費用の算出結果 
 
（２）物流施設数 2ヶ所の場合の総費用の算出結果  
 
物流施設の設置数が 2 ヶ所の場合、総費用は、川口 DC と厚木 DC の組合せが最も低くなる。次
に、各費用別に見ると、①輸送費用は、川口 DC と江東 DC の組合せが最も低くなる。②物流施
設費用と③物流施設運営費は、川口 DC と船橋 DC の組合せが最も低くなる。④配送費用は、江
東 DC と厚木 DC の組合せが最も低くなる。なお、総費用最小となる川口 DC と厚木 DC の組合せ
は、①輸送費用、②物流施設費用、④配送費用は、3 番目に低く、③物流施設運営費用は、4
番目に低くなっている。(表 16、図 7) 
以上のことから、物流施設数 2 ヶ所の場合は、各費用がともに平均的な費用になっている、
川口 DC と厚木 DC の組合せが最適な立地場所となることが明らかとなった。 
 











川口 DC、江東 DC 2,270 9,610 4,820 46,075 62,775 
川口 DC、船橋 DC 2,410 7,130 4,420 47,128 61,087 
川口 DC、厚木 DC 2,456 8,060 4,740 45,808 61,064 
江東 DC、船橋 DC 2,500 9,300 4,620 44,828 61,248 
江東 DC、厚木 DC 2,547 10,230 4,940 44,528 62,244 















































配送費 運営費 施設費 輸送費  




物流施設の設置数が 3ヶ所の場合は、総費用は、川口 DCと船橋 DC と厚木 DCの組合せが最も
低くなる。 
次に、各費用別に見ると、①輸送費用は、川口 DCと江東 DC と船橋 DCの組合せが最も低くな
る。②物流施設費用、③物流施設運営費は、川口 DC と船橋 DC と厚木 DC の組合せが最も低くな
る。④配送費用は、江東 DC と船橋 DC と厚木 DCの組合せが最も低くなる。 
 以上のことから、物流施設数が 3 ヶ所の場合は、物流施設費用と物流施設運営費用が最も低
くなる、川口 DC と船橋 DC と厚木 DC の組合せが最適な立地場所となることが明らかとなった 
（表 17、図 8） 
 










































































配送費 物流施設運営費用 物流施設費用 輸送費用  





物流施設数が 1 ヶ所の場合は、川口 DC となり、物流施設数が 2ヶ所の場合は、川口 DC と厚木
DC の組合せとなり、物流施設数が 3 ヶ所の場合は、川口 DC と船橋 DC と厚木 DC の組合せとな
った。なお、総費用が最小となる物流施設数は、2 ヶ所で川口 DC と厚木 DC の組合せとなった。 
次に、物流施設数別に各費用の傾向を見ると、①輸送費用、②物流施設費用、および③物流
施設運営費用は、物流施設数が増えるにつれておおむね高くなる傾向が見られる。一方、④配






















（川口 DC） 545 7,200 3,975 50,015 61,735 
2 ヶ所 
（川口 DC・船橋 DC） 2,456 8,060 4,740 45,808 61,064 
3 ヶ所 
（川口 DC・船橋 DC・厚木 DC） 5,665 8,140 4,645 42,920 61,370 
4 ヶ所 








































配送費 輸送費 施設費 運営費  
図 9 物流施設数別の総費用が最小となる物流施設ごとの各費用の算出結果 
 
表 19 物流施設数別の総費用が最小となる物流施設別の 
輸配送費用と物流施設にかかわる費用の算出結果 
 輸配送費用(千円) 物流施設にかかわる費用(千円) 1 ヶ所 
（川口 DC） 50,560 11,175 
2 ヶ所 
（川口 DC・船橋 DC） 48,264 12,800 
3 ヶ所 
（川口 DC・船橋 DC・厚木 DC） 48,585 12,785 
4 ヶ所 







































輸配送費用 物流施設にかかわる費用  







































2) 「月刊ロジスティクスビジネス 2005 年 3 月号」、(株)ライノス・パブリケーションズ 
???????　?? No.77（2011）
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